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資源植物による汚染土壌の修復効果にみられる品種間の差の評価
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１ 目的

植物の環境保全機能を活用したファイトレメディエーション

（PR）は、低コストで生態環境に優しい技術として注目されて

いる。PR実用化を促進するため、修復効率の改善だけでな

く、修復期間での収益性の確保も極めて重要である。我々は

従来用いられてきた重金属集積植物等の専用植物の代わり

に、バイオ燃料等に利用可能な高付加価値の資源植物を用

いた「収益型ファイトレメディエーション」について研究してき

た。これまでに一部の資源作物は、PR専用植物に比べ、バ

イオマス量の大きさから重金属の蓄積量は劣っていないこと

が確認された。しかし、品種による修復効率の差が確認され

ていない。そこで、本研究では、有用な資源植物に対し、品

種間の修復効率の差を評価し、最適な品種を選定すること

を目的とする。今年度は９品種のマリゴールドを対象として研

究を行い、品種による重金属修復効率の違いを評価した。

２ 方法

国内のマリーゴールド９品種について、重金属汚染土壌

及び非汚染の農地土壌を用い、当センターの敷地内でポッ

トカルチャー栽培試験を行った。各品種は３ポットで、各ポッ

トに１株を栽培し、栽培期間終了後に根、茎、葉、花などに

区分して乾重量及び重金属濃度を測定した。各部位の乾重

量に重金属濃度を乗じて植物の重金属蓄積量を算出し、修

復効果を評価した。用いた９品種のマリーゴールドは以下の

通りであった。アフリカン（A）、サファリンミックス（B）、アイシス

ミックス（C）、ポナンザミックス（D）、大輪咲イエロー（E）、フレ

ンチ系（黄）（F）、フレンチ系（赤）（G）、レメディアイエロー

（H）、レメディアパール（I）。

３ 結果

いずれの品種も試験用汚染土壌による明確な被害がなく

生育した。全収量は11.1～21.3g/potであり、大きな差が無か

った。しかし、観賞性と収益性を反映する花の収量では、2.9

～9.5g/potであり、大きな差が示された（図１）。品種Bの全収

量と花の収量が共に高かった。また、非汚染土壌に比べ、汚

染土壌での全収量はやや低かったが、花の収量はほぼ同じ

レベルであった。

植物地上部の重金属濃度は、総じてZn>Cu>Cd>Pb、Ni、

As、Crの順であった。品種間の重金属濃度の差は必ずしも

大きくはなかった。ただし、汚染土壌では各品種ともCd、Pb、

Znの蓄積量が高い傾向を示した（表１）。また、植物の部位

別の重金属濃度を見ると、CdとCrは地上部に移行しやすく、

Pb、Cuは主に根に蓄積することが分かった（表２）。

植物の修復効率を表す地上部の重金属蓄積量の相違は

顕著では無かったが、品種CとHは他の品種よりも各重金属

の蓄積量がやや大きいことがわかった（表３）。

図１異なる品種（右）及び異なる土壌（左）での収量（g/pot）

表１ 異なる品種の茎部の重金属濃度(mg/kg)

＊

処理の前の英文字のCは汚染土壌、Nは非汚染土壌

表２ 植物体内部位別の重金属濃度分布（品種B例として）

表３ 異なる品種の重金属蓄積量（㎍/株）

４ 今後の研究方向

今後、これまで検討したトウモロコシやマリゴールド等の数

種類の資源植物の有望な品種に対し、修復効率と収益性を

さらに確認し、汚染土壌修復への適用を目指す。
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